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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月28日(2017.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの光導波路（ＧＵ）から光信号（ＳＩ）を受信する回路装置（ＣＲ；Ｃ
Ｒ’）であって、
　前記光信号（ＳＩ）を電流信号（ＩＰＤ）に変換する少なくとも一つの受光部品（ＰＤ
）と、
　前記受光部品（ＰＤ）から前記電流信号（ＩＰＤ）が供給される少なくとも一つのトラ
ンスインピーダンス増幅器（ＴＡ）と、
　前記トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ）のゲイン又はトランスインピーダンス（Ｒ
）を制御し、特に異なるレベルの前記電流信号（ＩＰＤ）に対して所望の、例えば一定の
、レベルに前記トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ）の出力（Ｖｏｕｔ－ｄａｔａ－ａ
ｎａｌｏｇ）の振幅を保つ少なくとも一つの自動ゲイン制御器（ＡＧ）と、
　フィードバックパス（ＦＰ）に配置され、制御信号（Ｖｉｎｔ）を生成する少なくとも
一つの積算器（ＩＮ）と、
　前記積算器（ＩＮ）からの前記制御信号（Ｖｉｎｔ）が供給される少なくとも一つの電
圧制御型電流源（ＣＳ）と、
　コンパレーターとして働き、その入力側における正電圧又は負電圧に対する論理レベル
をその出力側で生成する少なくとも一つのリミッタ（ＬＩ）と、
　前記トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ）と並列に配置された少なくとも一つの第２
トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ２）と、
　前記第２トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ２）に対する電圧（Ｖｏｆｆｓｅｔ）を
設定する自動オフセット制御器（ＡＯ）と、を備える回路装置（ＣＲ；ＣＲ’）。
【請求項２】
　前記第２トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ２）と前記自動オフセット制御器（ＡＯ
）とに割り当てられている少なくとも一つの第２リミッタ（ＬＩ２）を更に備える請求項
１に記載の回路装置。
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【請求項３】
　前記第２トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ２）は、－前記トランスインピーダンス
増幅器（ＴＡ）に対応するか、又は、－前記トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ）の変
倍のバージョンである請求項１又は２に記載の回路装置。
【請求項４】
　前記自動ゲイン制御器（ＡＧ）は、前記トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ）の出力
（Ｖｏｕｔ－ｄａｔａ－ａｎａｌｏｇ）の振幅を検知することにより、前記トランスイン
ピーダンス増幅器（ＴＡ）と前記第２トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ２）との両者
に同じゲイン又は同じトランスインピーダンス（Ｒ）を設定する請求項１～３のいずれか
一項に記載の回路装置。
【請求項５】
　前記トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ）の出力（Ｖｏｕｔ－ｄａｔａ－ａｎａｌｏ
ｇ）の振幅を検知する少なくとも一つのピーク検出回路を更に備える請求項４に記載の回
路装置。
【請求項６】
　前記ピーク検出回路は前記自動ゲイン制御器（ＡＧ）の一部であるか、又は、前記自動
ゲイン制御器（ＡＧ）と前記自動オフセット制御器（ＡＯ）との間で共用されている請求
項５に記載の回路装置。
【請求項７】
　前記トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ）の出力（Ｖｏｕｔ－ｄａｔａ－ａｎａｌｏ
ｇ）の振幅は前記自動オフセット制御器（ＡＯ）の入力側に供給される請求項４～６のい
ずれか一項に記載の回路装置。
【請求項８】
　前記トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ）は少なくとも一つの多段式増幅器である請
求項１～７のいずれか一項に記載の回路装置（ＣＲ’）。
【請求項９】
　前記第２トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ２）は少なくとも一つの多段式増幅器で
ある請求項１～８のいずれか一項に記載の回路装置（ＣＲ’）。
【請求項１０】
　前記トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ）の第１段（１Ｓ）の出力ノードと前記第２
トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ２）の第１段（１Ｓ２）の出力ノードとの間には短
絡部（ＳＨ）が配置されている請求項８又は９に記載の回路装置（ＣＲ’）。
【請求項１１】
　受光部品（ＰＤ）が少なくとも一つの光電検出器、特に少なくとも一つのフォトダイオ
ードである請求項１～１０のいずれか一項に記載の回路装置。
【請求項１２】
　前記光導波路（ＧＵ）は少なくとも一つのファイバーである請求項１～１１のいずれか
一項に記載の回路装置。
【請求項１３】
　前記受光部品（ＰＤ）に割り当てられていない前記光導波路（ＧＵ）の末端は、少なく
とも一つの発光部品（ＬＤ）に割り当てられており、電気的データの論理レベルを光信号
（ＳＩ）に変換する少なくとも一つのドライバー（ＤＲ）が前記発光部品（ＬＤ）に対し
て上流に配置されている請求項１～１２のいずれか一項に記載の回路装置。
【請求項１４】
　少なくとも一つの光導波路（ＧＵ）から光信号（ＳＩ）を受信する方法であって、
－少なくとも一つの受光部品（ＰＤ）を用いて前記光信号（ＳＩ）を電流信号（ＩＰＤ）
に変換する工程と、
－前記受光部品（ＰＤ）から少なくとも一つのトランスインピーダンス増幅器（ＴＡ）に
前記電流信号（ＩＰＤ）を供給する工程と、
－少なくとも一つの自動ゲイン制御器（ＡＧ）を用いて、前記トランスインピーダンス増
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幅器（ＴＡ）のゲイン又はトランスインピーダンス（Ｒ）を制御し、特に異なるレベルの
前記電流信号（ＩＰＤ）に対して所望の、例えば一定の、レベルに前記トランスインピー
ダンス増幅器（ＴＡ）の出力（Ｖｏｕｔ－ｄａｔａ－ａｎａｌｏｇ）の振幅を保つ工程と
、
－フィードバックパス（ＦＰ）に配置される少なくとも一つの積算器（ＩＮ）を用いて制
御信号（Ｖｉｎｔ）を生成する工程と、
－前記積算器（ＩＮ）から少なくとも一つの電圧制御型電流源（ＣＳ）に前記制御信号（
Ｖｉｎｔ）を供給する工程と、
－少なくとも一つのリミッタ（ＬＩ）の出力側でその入力側における正電圧又は負電圧に
対する論理レベルを生成する工程と、
－自動オフセット制御器（ＡＯ）を用いて、前記トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ）
と並列に配置された少なくとも一つの第２トランスインピーダンス増幅器（ＴＡ２）に対
する電圧を設定する工程と、を有する方法。
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